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*1キャリア形成：仕事の経験を積み重ねることで自分の職業能力を育てていくこと。
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Ⅰ はじめに

１．県内の雇用情勢

沖縄県の完全失業率は、依然として全国平均の２倍近い状況が続いて

おり、特に３０歳未満の若年者の失業率は非常に高い水準で推移してい

。 、 、る また 国内景気の回復基調の中で求人倍率は上昇傾向にあるものの

全国平均を大きく下回っている。

（表１）県内の雇用情勢（平成１８年平均値）

沖縄県 全国

完全失業率 ７．７％ ４．１％

若年者失業率 １３．２％ ６．９％

有効求人倍率 ０．４６倍 １．０６倍

２．課題と対策

全国平均に比べ高い完全失業率、低い求人倍率が恒常的に進むことに

なれば、就業を通じたキャリア形成 の機会が喪失され、個人の将来設
*1

計を不安定にするだけでなく、沖縄県にとって人的資源の蓄積が十分な

されず、将来の経済発展に悪影響を与えることが懸念されている（図－

１参照 。）

このことから、本県においては、全国平均並みの完全失業率を達成す

るために、これまで以上に既存産業の振興や企業の立地促進等による雇

用の場の創出に取り組むととしている。また、労働需要と供給のミスマ

ッチ解消を図るため、企業や学校との連携を強化しつつ、若年者の就業

意識の変革や職業能力の開発に努め、就職率と定着率を向上させる必要

がある。

３．推進計画策定の趣旨

本県においては、これまで様々な施策・事業の取り組みにより、観光

、 、や情報通信関連産業をはじめ 地域資源や沖縄イメージを生かした泡盛

健康食品、特定の農林水産物などの面で着実な成果をあげてきた。

このように、本県は自立型経済の構築に向けて着実な進展をみせてお
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り、この状況を契機として雇用情勢を全国並みに改善し、将来の子供た

ちに夢と希望のもてる社会を築くことは重要である。このため、本県に

おいては産業・雇用の拡大に繋がる施策を短期・集中的に強力に推進す

ることとしている（図－２参照 。）

その施策が効果的なものとなるためには、行政の施策実施と併せて、

県民各層の関心を喚起し、具体的な行動を促す県民運動を展開すること

が必要である。

このことから、企業、学校・教育機関、家庭・地域社会、マスメディ

ア、行政機関等各主体がそれぞれの役割の下で相互に連携・協力しなが

取り組むべき基本的な事項を推進計画として取りまとめた。この主体別

取り組みは、毎年度見直しを行い県民運動の充実・強化を図ることとす

る。

（図－１）

（図－２）



*2キャリア教育：児童生徒一人一人の勤労観、職業観を育てる教育。
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４．基本目標

概ね４万人の雇用を拡大し、完全失業率を４％台に改善する。

《４万人雇用拡大のイメージ》

下記のイメージは、産業振興施策の拡充、ミスマッチの解消対策、学生等に対するキャ

リア教育 の推進により、期待される就業者数の増加分である。
*2

(1)産業振興による就業者数・・・・・・・・・・・・・・ ２５，０００人

①新事業創出及び既存産業の振興等・・・・・・ ・・ （ ８，０００）

②企業誘致（製造業、情報関連企業等 ・・・・・ ・・ （１７，０００））

(2)求人と求職のミスマッチ解消による就業者数・・・・・ １５，０００人

(うち新規学卒者の就職率アップによる就業者数 １，２００)

合計 ４０，０００人

５．計画期間

平成19年度～平成22年度

（成果を踏まえ平成23年度以降も継続実施を検討）

６．運動の名称

みんなでグッジョブ運動
※「みんなでグッジョブ運動」とは、みんなで一つのことを一生懸命にやりとげ 「Ｇｏｏｄ Ｊｏｂ（いい仕事だ 」、 ）

と声を掛けあって一緒に喜びあえるような社会を創造していく県民運動

７．運動の基本コンセプト

みんなが生きがいを持って働く、自立した豊かな社会の実現

８．推進体制

沖縄県産業・雇用拡大

県民運動推進本部
※60団体程度

沖縄県産業・雇用拡大 県民運動地域推進リーダー
※本島（北部、中部、南部 、宮古、八重山地域県民運動推進本部幹事会 ）

※30団体程度


